
土木用コンクリート製品施工マニュアル（案）(平成 20 年 11 月版) 正誤表 

－ 1／1 ページ － 

※ 訂正箇所   
均しコンクリートの配合規格表中の水セメント比 

60%以下→65%以下 

※ (社)北陸建設弘済会発行図書の最新の正誤情報につきましては、恐れ入りますが下記の(社)北陸建設弘済会ホームページにてご確認をお願い致します。 

トップページ → 販売図書案内 → (社)北陸建設弘済会発行図書 → ログイン画面の「正誤表等」クリック又は http://www2.hokurikutei.or.jp/cgi-bin/seigohyo/download.cgi 
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第 2 章 

各 製 品 の

施工要領 

 

6. ボ ッ ク ス

類 

 

6-1 大 型

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞ

ｰﾄ工(Ⅰ) 

 

6-2 大 型

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞ

ｰﾄ工(Ⅱ) 

 

6-3 大型ﾎﾞ

ｯｸｽｶﾙﾊﾞｰ

ﾄ工(Ⅲ) 

 

6-4 連 結

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞ

ｰﾄ工 

 

 

 

 

 

18 8㎝又は12㎝ 25㎜又は40㎜ 65%以下
高炉セメント

Ｂ種

①　均しコンクリート施工による場合は、厚さは10㎝程度とし、施工幅は施

　工に必要な余裕(5～10㎝)をもたせる。
②　基礎用プレキャスト版を用いる場合は、プレキャスト版の継目と大型ボ

　ックスカルバート継目が同じ位置にならないように配置し敷砂、スペーサ

　ー等で高さ調整しつつ、プレキャスト版を所定の位置に据付ける。
③　コンクリートの配合規格は下表のとおりとする。

呼び強度 スランプ 粗骨材最大寸法 水セメント比 セメント種類
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